
　6月19日、久御山ジャンクションから府道宇治淀線

までの一般国道１号京都南道路が開通。式典に坂本

町長ら関係者が出席し、テープカットやくす玉割り

で開通を祝いました。 

　前日には、供用開始に先立って、現地見学会を開催。

ウォークラリークイズなどがおこなわれ、大勢の人

が参加しました。 

 

より便利に より快適に 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

野神の神事など 
みんなの広場 

いきいき健康教室の参加者募集など 

町内巡回バス、一時保育、財政状況の公表 
行政ニュース 
木造住宅の耐震診断費用を助成 

INFORMATION

大峯山行者まいりの旅（7） 
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東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
過
去
に
東
海
地
震
と

密
接
に
影
響
し
あ
っ
て
き
た
例
が
あ
り
、
同
時
、

あ
る
い
は
連
動
し
て
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
、
東
南
海
地
震

が
約
50
㌫
、
南
海
地
震
が
約
40
㌫
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
想
定
さ
れ
る
震
源
域
で
は
、
プ
レ
ー
ト
（
地

殻
）
境
界
の
ひ
ず
み
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
巨
大
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

    　
左
の
グ
ラ
フ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

建
物
被
害
を
、
建
築
年
ご
と
に
分
類
し
た
も
の
で

す
。
 

 
地
震
発
生
の
確
率
 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
が
 

　
　
　
　
　
　
必
要
な
理
由
 

 

            　
平
成
7
年
１
月
17 
日
午
前
5
時
46
分
に
発
生
し

た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
震
度
7
（
激
震
）

を
記
録
し
、
戦
後
最
悪
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
10 
万
棟
（
18 
万
世
帯
）
を
超
え
る
家
屋
の
倒
壊

や
火
災
が
各
地
で
発
生
。
6
，
4
0
0
人
を
上
回

る
犠
牲
者
の
多
く
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
類
の

転
倒
な
ど
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
大
地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も
対
処

で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
日
ご
ろ
か
ら
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
、
万
全
の
心
構
え
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

             　
東
海
沖
か
ら
四
国
沖
に
か
け
て
の
領
域
を
震
源

と
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震
。
こ
の
二
つ
の
地
震

は
、
近
い
将
来
に
発
生
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
東

海
地
震
と
同
様
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス

の
巨
大
地
震
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
も
し
同
時
発

生
す
る
と
、
東
海
か
ら
九
州
に
い
た
る
範
囲
に
震

度
6
弱
以
上
の
揺
れ
を
も
た
ら
す
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
以
降
に
建
て
ら

れ
た
建
物
に
比
べ
て
、
建
築
年
が
古
く
な
る
ほ
ど

被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
結
果
か
ら
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
は
、
一
般
的

に
み
て
「
耐
震
性
が
低
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
気
象
庁
で
は
、
地
震
の
震
度
階
級
に
応

じ
て
、
木
造
住
宅
の
被
害
を
左
の
表
の
よ
う
に
予

想
し
て
い
ま
す
。
 

                    　
私
た
ち
が
、
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
、
「
家
」

に
も
耐
震
診
断
が
必
要
で
す
。
 

　
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
で
あ
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
専
門
家
に
点
検
・
診

断
し
て
も
ら
う
こ
と
が
地
震
対
策
の
第
一
歩
で
す
。
 

 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
安
全
な
は
ず
の
住
ま
い
の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の

尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
8
割
以
上
の
人
が
、
逃
げ
る
間
も
な
く
圧

死
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
人
的
被
害
は
、
建
物
の
耐
震
化
な
ど
事
前
の
予
防
対
策
を
お
こ
な
わ
な
い

限
り
、
救
助
体
制
な
ど
の
強
化
だ
け
で
は
、
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で

す
。
 

　
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
大
地
震
に
備
え
て
、
住
ま
い
の
耐
震
対

策
「
命
を
守
る
家
づ
く
り
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
 

広
範
囲
に
及
ぶ
 

東
南
海
・
南
海
地
震
の
被
害
 

ま す か？  

家 づ く り  

対 策 対 策 地 震 対 策 対 策 

耐震性の低い住宅では、壁や柱がかなり破損し、傾く 
ものがある。 

耐震性の低い住宅では、倒壊するものがある。 
耐震性の高い住宅でも、壁や柱が破損するものがある。 

耐震性の低い住宅では、倒壊するものが多い。 
耐震性の高い住宅でも、壁や柱がかなり破損するもの 
がある。 

耐震性の高い住宅でも、傾いたり、大きく破壊したり 
するものがある。 

▼阪神・淡路大震災における建築年代別建物被害 
　（神戸市中央区での調査、建築震災調査委員会による） 

昭和46年 
以前 

昭和47～ 
56年 

昭和57年 
以降 
（現行基準以降） 
 

0％ 

無被害 軽微 小破 中破 大破 倒壊・崩壊 

7.9 18.0 16.7 22.7 18.0 16.7

4.96.810.720.532.224.9

36.0 38.8 11.3 5.3 5.3

3.3

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

▼震度階級と木造住宅の被害 

震度5強 

震度6弱 

震度6強 

震度震度7震度7



地盤はしっかりして 
いますか？ 

軟弱地盤 

大 小 ゆれの 
伝わり方 

地震 

強い地盤 
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                        申
請
受
け
付
け
／
7
月
１
日
f
〜
29
日
f
 

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
　
れ
た
居
住
部
分
が
2
分
の
１
以
上
の
木
造
一

　
　
戸
建
て
住
宅
 

助
成
額
／
耐
震
診
断
費
用
の
う
ち
2
8
，
0
0
0

　
　
円
を
補
助
し
ま
す
。
耐
震
診
断
士
の
交
通
費

　
　
実
費
分
と
し
て
、
2
，
0
0
0
円
は
、
申
請

　
　
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
　
ま
た
、
床
面
積
が
2
4
0
平
方
㍍
を
超
え

　
　
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
超
え
る
部
分
の
耐
震

　
　
診
断
費
用
の
負
担
が
必
要
で
す
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

                          ①
総
務
課
へ
資
料
請
求
 

　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
総
務
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
診
断
士
派
遣

申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
 

②
診
断
申
し
込
み
 

　
申
請
で
き
る
の
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」
の
評
点
の
合
計
が
9
点
未
満
の
住

宅
の
所
有
者
で
す
。
申
請
書
は
、
総
務
課
へ
ご
持

参
の
う
え
、
面
積
や
構
造
、
用
途
等
が
確
認
で
き

る
登
記
簿
や
建
築
確
認
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
 

                        く
だ
さ
い
。
 

　
申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
に
な
り
ま

す
。
 

③
書
類
審
査
、
診
断
実
施
 

・
申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐
震
診
断
士

　
の
派
遣
を
決
定
 

・
耐
震
診
断
日
の
調
整
 

・
耐
震
診
断
の
実
施
 

　
当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
、

2
，
0
0
0
円
の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

④
診
断
結
果
の
送
付
 

　
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
結

果
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

申
請
の
流
れ
 

　
町
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
計

画
を
策
定
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
 

　
耐
震
診
断
に
よ
り
、
住
ま
い
の
弱
点
を
把
握
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
重
点

的
に
補
強
す
る
な
ど
、
合
理
的
な
対
策
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
 

わ
が
家
の
耐
震
診
断
 

外壁の四隅に
壁がありバラ
ンスがよい 

すじかいとは、
柱と柱の間
に斜めに入
った材料です。 

外壁が少ない
面がありバラ
ンスが悪い 

外壁がまったくな
い面がありバラン
スが非常に悪い 

壁は、バランスよく 
配置されていますか？ 

すじかいが、 
十分に入っていますか？ 

壁は、十分にありますか？ 建物は、老朽化して 
いませんか？ 
腐食やシロアリの被害を 
受けていませんか？ 

2階 

1階 壁が十分ある 
間取り 

壁が少ない 
間取り 

で き て い

命 を 守 る

地 震 地 震 地 震 対 策 地 震 

震度7

地震対策 木造住宅耐震診断 

建物の形は、整っていますか？ 

上から見て、 
でこぼこした建物 

横から見て 
バランスが悪い 
建物 

今すぐチェック！　木造住宅耐震のポイント 
 

左の図のような形のコ
ンクリートの基礎が、
外周りの壁の下に、連
続しているものを布基
礎といいます。 

鉄筋 

鉄筋コンクリート造の布基礎の断面 

地面 

基礎は、布基礎 
ですか？ 
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新
た
な
運
行
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
さ
ら

に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

大
き
く
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
 

①
通
勤
・
通
学
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

　
運
行
時
間
を
拡
大
 

②
利
用
し
た
い
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
、西
ル
ー

　
ト
の
運
行
本
数
を
倍
増
し
、東
ル
ー
ト
も
増
便

③
で
き
る
限
り
多
く
の
地
域
で
ご
利
用
い
た
だ
け

　
る
よ
う
、
運
行
ル
ー
ト
を
見
直
し
、
新
た
に
栄

　
１
・
2
丁
目
地
域
、
市
田
地
域
、
東
一
口
地
域

　
に
乗
り
入
れ
 

④
み
な
さ
ん
に
バ
ス
停
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

　
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た
に
乗
り
入
れ
る
地
域
や

　
バ
ス
停
間
の
長
い
区
間
に
新
た
に
バ
ス
停
を
設

　
置
 

⑤
町
内
ど
こ
ま
で
も
同
一
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ

　
け
る
よ
う
、
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
で
東
西
ル

　
ー
ト
を
無
料
で
乗
り
継
ぎ
で
き
る
乗
継
券
を
設

　
定
 町

内
巡
回
バ
ス 

　
　
新
運
行
ス
タ
ー
ト 

　
7
月
１
日
か
ら
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
の
新
た
な
ル
ー

ト
で
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
バ
ス
交
通
を
生
か
し
た
よ
り
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
昨
年
4
月
１
日
か
ら
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、

よ
り
よ
い
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
運

行
内
容
を
改
善
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
い
た
だ
き
、
新
た

な
巡
回
バ
ス
の
便
利
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
す
で
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人
に
は
、
今

後
と
も
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん

の
ご
利
用
に
よ
っ
て
、
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ

ス
）
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
巡
回
バ
ス
の
新
し
い
運
行
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
役
場
１
階
や
都
市
計
画
課
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
巡
回
バ
ス
車
内
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
お
出
か
け
前
に
一
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

　
ま
た
、
１
，
0
0
0
円
で
１
，
2
0
0
円
分
の

利
用
が
で
き
る
、
大
変
お
得
な
巡
回
バ
ス
専
用
回

数
券
（
１
5
0
円
券
8
枚
綴
り
）
を
巡
回
バ
ス
車

内
や
都
市
計
画
課
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
 

　
回
数
券
は
グ
ル
ー
プ
で
購
入
さ
れ
、
分
け
て
ご

使
用
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
巡
回
バ
ス
を

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人
も
、
団
体
で

一
度
に
多
く
の
人
が
利
用
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
際

に
も
、
ぜ
ひ
一
度
、
巡
回
バ
ス
専
用
回
数
券
を
お

試
し
く
だ
さ
い
。
 

   　
巡
回
バ
ス
の
便
利
な
利
用
方
法
を
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
！
 

▽
通
勤
・
通
学
者
に
も
便
利
で
す
 

　
西
ル
ー
ト
は
、
始
発
が
「
市
田
」
を
午
前
6
時

50
分
に
出
発
し
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
を
経

由
し
て
御
牧
地
域
を
通
り
「
京
阪
淀
駅
」
に
午
前

7
時
18 
分
に
到
着
し
ま
す
。
淀
駅
か
ら
京
都
・
大

阪
へ
の
通
勤
等
に
便
利
で
す
。
ま
た
、
「
ジ
ャ
ス

コ
久
御
山
店
前
」
で
基
幹
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
京

阪
中
書
島
駅
・
近
鉄
大
久
保
駅
か
ら
京
都
・
大
阪
・

奈
良
へ
の
通
勤
等
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 
お
帰
り
の
際
も
「
京
阪
淀
駅
」
午
後
6
時
20
分

発
の
便
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
 

　
東
ル
ー
ト
は
、
始
発
が
「
西
林
」
を
午
前
7
時

45
分
に
出
発
し
て
久
御
山
団
地
、
栄
地
域
を
通
り
、

「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
に
午
前
8
時
17 
分
に

到
着
し
ま
す
。
町
内
事
業
所
へ
の
通
勤
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 
ま
た
、
こ
の
便
は
「
中
学
校
前
」
に
午
前
8
時

11 
分
に
着
き
ま
す
の
で
、
久
御
山
中
学
校
へ
の
通

学
に
大
変
便
利
で
す
。
さ
ら
に
、
お
帰
り
の
際
に

も
、
「
中
学
校
前
」
か
ら
は
午
後
5
時
20
分
ま
で

久
御
山
団
地
方
面
へ
の
便
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
常
生
活
に
も
便
利
で
す
 

　
例
え
ば
、
「
坊
ノ
池
」
バ
ス
停
で
見
て
み
ま
す

と
、
今
ま
で
は
午
前
8
時
46
分
か
ら
午
後
4
時
23

分
ま
で
の
間
で
9
便
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

7
月
１
日
か
ら
は
午
前
7
時
10 
分
か
ら
午
後
6
時

28
分
ま
で
の
間
で
18
便
に
倍
増
し
、
買
物
や
通
院

な
ど
日
常
生
活
の
足
と
し
て
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
 

　
新
し
い
運
行
内
容
で
は
、
西
ル
ー
ト
が
１
日
9

往
復
18 
便
（
従
来
１
日
4
・
5
往
復
9
便
）
と
倍

増
、
ま
た
、
東
ル
ー
ト
も
１
日
9
循
環
（
従
来
１

日
8
循
環
）
に
増
便
し
、
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活

を
よ
り
便
利
な
も
の
に
し
ま
す
。
 

▽
町
内
の
散
策
は
い
か
が
で
す
か
 

　
巡
回
バ
ス
は
東
西
2
つ
の
ル
ー
ト
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
両
ル
ー
ト
と
も
既
存
の
路
線
バ
ス
が
通

っ
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
を
通
り
、
既
存
の
路

線
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
網
を
補
完
す
る
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
7
月
１
日
か
ら
、
両
ル
ー
ト
を
結
節
す

る
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
で
乗
継
券
に
よ
り

無
料
で
両
ル
ー
ト
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
片
道
１
5
0
円
、
往
復
3
0
0
円
の

巡
回
バ
ス
で
の
町
内
の
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
日
ご
ろ
通
ら
な
い
路
地
や
あ
ま
り
よ
く
知
ら

な
い
地
域
で
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

　
今
後
と
も
、
日
常
生
活
の
足
と
し
て
、
通
勤
・

通
学
の
交
通
手
段
と
し
て
、
積
極
的
に
の
っ
て
こ

バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

利
用
方
法
　
あ
・
れ
・
こ
・
れ
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平
成
16 
年
度
 

▼町が所有している財産 

▼平成16年度各会計決算見込額 （単位：万円） 

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額 

一　　般　　会　　計 740,992 

132,093 

882 

120,285 

123,836 

63,723 

53,580 

5,311

特別会計 

国民健康保険 

三郷山財産区 

老 人 保 健  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

収益的収支 
水道事業会計 

資本的収支 

 712,358 

127,280 

814 

120,284 

123,588 

60,233 

55,715 

10,799

28,634 

4,813 

68 

1 

 248 

 3,490 

▲2,135 

▲5,488

 
 
　保護者がケガや病気で通院する場合や、求職や
リフレッシュのため、家庭での保育が困難となる
お子さんを保育所でお預かりする事業です。 
保育場所／御牧保育所 
対象者／町内に在住する満6か月から就学前までの
　　乳幼児 
保育時間／全日か半日を選ぶことができます。 
　　全　　日…午前8時30分～午後4時30分 
　　午前半日…午前8時30分～午後0時30分 
　　午後半日…午後0時30分～午後4時30分 
休所日／日曜日、祝日、年末年始、気象警報発令日、
　　その他保育所が指定する日 
利用料／右表のとおり 
　　全日の場合は、給食・おやつ代が、午前半日
　　の場合は、給食代が、午後半日の場合は、お
　　やつ代が含まれています。 

 
 
 
 
 
【利用方法】 
①町内の保育所・幼稚園、学校教育課の窓口に備
　え付けの「一時保育事業利用申請書」に必要事
　項をご記入のうえ、御牧保育所1075（631）2 
　475へ提出してください。 
②保護者の緊急通院・入院や葬儀などを除き、原
　則として利用予定日の7日前までに申請書を提出
　してください。 
③利用にあたっては、事前の指定した日に御牧保
　育所で面接を受けていただきます。 
④保育所の行事などで、ご利用できない日もあり
　ます。 
問い合わせ／学校教育課 

一時保育事業とは 年齢区分 
0～2歳 
3～5歳 

全　日 
3,000円 
2,000円 

半　日 
1,500円 
1,000円 

年齢区分は、利用年度の4月1日現在 
の年齢を適用します。 

財
政
状
況
の
公
表
 

　
町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
三
月
末
現
在
に
お
け
る
収
入
・
支
出

状
況
と
決
算
見
込
額
な
ど
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
し

た
。
（
金
額
は
、
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

一般会計決算見込額 
74億992万円 
（歳　入） 

 
土　地 

建　物 

出資による権利 

基　金 

482,536.49

56,236.79

11,251

448,996

㎡ 

㎡ 

万円 

万円 

            　
平
成
十
六
年
度
末
（
平
成
十
七
年
三
月
末
）
の

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
額
は
、
七
十
三
億

三
百
四
十
八
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
、
収
入
済
額

は
七
十
三
億
一
千
八
百
十
三
万
円
で
予
算
額
に
対

す
る
収
入
率
は
一
〇
〇
・
二
㌫
で
す
。
 

　
一
方
、
支
出
済
額
は
六
十
五
億
五
千
八
十
五
万

円
、
予
算
額
に
対
す
る
支
出
率
は
八
九
・
七
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
が
所
有
し
て
い
る
財
産
や
各
会
計
の

決
算
見
込
額
も
同
時
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
う
ち
、
一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
見
込
額

は
、
歳
入
が
七
十
四
億
九
百
九
十
二
万
円
、
歳
出

が
七
十
一
億
二
千
三

百
五
十
八
万
円
と
な

り
、
歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い
た
形
式

収
支
は
、
二
億
八
千

六
百
三
十
四
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
 

御牧保育所で一時保育を始めます 
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国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る
基
礎

年
金
の
給
付
を
お
こ
な
う
制
度
で
す
。
 

　
年
を
と
っ
た
り
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
り
、
生
活
を
支
え
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
で
、
60
歳
未
満
の

人
は
、
全
員
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
第

１
号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営
業
、
学
生
、
無
職

な
ど
の
人
）
、
第
2
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
の
人
）
、
第
3
号
被
保
険
者
（
第
2
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
す
。
 

　
第
1
号
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
住
民
課
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▽
第
1
号
被
保
険
者
の
納
付
方
法
 

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
現
金
や
口
座
振
替
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
納
付
が
あ
り
ま
す
。
 

　
現
金
で
の
納
付
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
、
取
扱
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
 

　
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
で
の
納
付

は
、
取
扱
金
融
機
関
へ
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
と

預
貯
金
通
帳
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
納
付
は
、
「
Ｐ
ａ
ｙ
‐

Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
マ
ー
ク
」
の
つ
い
た
納

付
書
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ご
利
用
の
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

   ◆
老
齢
基
礎
年
金
 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
25
年
以
上
納
め
た
人
が
（
免

除
期
間
も
含
む
）
65
歳
に
な
る
と
受
け
ら
れ
る
の

が
老
齢
基
礎
年
金
で
す
。
年
金
額
は
、
満
額
で
7
9
4
，

5
0
0
円
（
月
額
6
6
，
2
0
8
円
）
で
す
。
た

だ
し
、
加
入
期
間
や
保
険
料
の
未
納
期
間
・
免
除

期
間
な
ど
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
65
歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
60
歳
か
ら
で
も
繰
り

上
げ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

の
額
は
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
額
が
減
額

と
な
り
、
そ
の
減
額
の
割
合
は
生
涯
か
わ
り
ま
せ

ん
。
 

◆
障
害
基
礎
年
金
 

　
老
齢
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
不
測
の
事
態
に
も

国
民
年
金
は
備
え
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
れ
ば
、
病
気

や
交
通
事
故
の
後
遺
症
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
年
金
額
は
、
１
級
9
9
3
，
１
0
0
円
（
月
額

8
2
，
7
5
8
円
）
、
2
級
7
9
4
，
5
0
0
円

（
月
額
6
6
，
2
0
8
円
）
で
す
。
 

◆
遺
族
基
礎
年
金
 

　
生
活
を
支
え
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
年
金
額
は
、
妻
と
子
ど
も
１
人
で
１
，
0
2
3
，

１
0
0
円
（
月
額
8
5
，
2
5
8
円
）
で
す
。
 

◆
寡
婦
年
金
 

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
も
含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が

死
亡
し
た
と
き
、
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

◆
死
亡
一
時
金
 

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
3
年
以
上

納
め
た
人
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受

け
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、
生
計
が
同
じ
で
あ
っ

た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

未
来
の
か
け
は
し
 

国
民
年
金
 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め

に
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
。
 

　
国
民
年
金
制
度
の
詳
し
い
内
容
と
新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

京
の
ね
ん
き
ん
丸
 

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
 

受
け
ら
れ
る
年
金
は
 

▼あなたの加入する年金制度は 

　厚生年金保険の被
保険者や共済組合等
の組合員 
（原則として65歳
未満の人） 

　日本国内に住所の
ある農業や漁業、商
業などの自営業者や
自由業の人とその家
族、学生・無職など
の人 
（20歳以上で60歳
未満の人） 

　厚生年金保険の被
保険者や共済組合等
の組合員の被扶養配
偶者 
（20歳以上で60歳
未満の人） 

　勤務先 
会社等に勤めたとき 

　役場住民課 
20歳になったとき、
会社を退職したとき
など。 

　配偶者の勤務先 
健康保険の扶養届と
同時に提出 

　社会保険事務所ま
たは、各共済組合事
務所へ。 

　第1号被保険者期
間だけの人は、役場
住民課へ。 

　社会保険事務所へ。 

　厚生年金保険料や
共済組合掛金として
給料から天引きされ
ますので、別に自分
で納める必要はあり
ません。 

　納付書や口座振替
などを利用して自分
で納めます。 

　厚生年金保険・共
済組合の制度全体で
負担しますので、別
に自分で納める必要
はありません。 

＜第1号被保険者＞ ＜第2号被保険者＞ ＜第3号被保険者＞ 

年
金
請
求
 

届
け
出
先
 

国

民

年

金

に

加

入

す

る

人

 

△ △ △ 



   〈
申
請
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
住
民
課
へ
〉
 

   　
収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除

に
な
る
「
申
請
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

 
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
が
一
定
の
所
得
基
準

以
下
の
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

　
平
成
16 
年
7
月
か
ら
平
成
17 
年
6
月
ま
で
の
承

認
を
受
け
て
い
る
人
も
、
引
き
続
き
申
請
が
必
要

で
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
住
民
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
今
回
、
対
象
と
な
る
期
間
は
、
平
成
17 
年
7
月

か
ら
平
成
18 
年
6
月
の
１
年
間
で
す
。
 

　
平
成
17 
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、

前
住
所
地
で
、
平
成
16 
年
中
の
所
得
証
明
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

   　
若
年
層
の
雇
用
環
境
が
厳
し
い
こ
と
や
、
い
わ

ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、

所
得
の
低
い
若
い
世
代
の
年
金
加
入
と
保
険
料
の

納
付
を
支
援
す
る
た
め
に
、
納
付
猶
予
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
30
歳
未
満
（
学
生
を
除
く
）
で
本
人
お
よ
び
配

偶
者
の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

   　
学
生
で
収
入
が
な
く
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
は
、
学
生
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

※
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
と
も
、
 

　
10 
年
以
内
に
追
納
が
可
能
。
追
納
さ
れ
な
い
場

　
合
、
将
来
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

　
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。
 

       　
通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
、
翌
月
末
で
す

が
、
申
請
に
よ
り
当
月
末
振
替
（
早
割
制
度
）
に

す
る
と
、
１
か
月
あ
た
り
40
円
の
割
り
引
き
が
あ

り
ま
す
。
 

　
毎
月
納
付
（
早
割
制
度
）
の
口
座
振
替
を
ご
利

用
さ
れ
る
人
は
、
「
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申

出
書
」
を
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
用
紙
は
、
金
融
機
関
、
住
民
課
、
社
会
保
険
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
す
で
に
毎
月
の
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
は
、
早
割
制
度
に
切
り
替
え
る
月
だ
け

は
、
従
来
の
納
期
の
も
の
と
、
１
か
月
早
く
な
る

も
の
と
で
、
2
か
月
分
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
 

    　
過
去
に
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を
忘
れ
た

た
め
に
、
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受

給
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
 

　
2
年
以
上
前
の
未
届
期
間
は
未
納
扱
い
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

特
例
的
に
、
未
納
期
間
を
保
険
料
納
付
済
み
期
間

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
特
例
は
、
平
成
17 
年
3
月
31
日
以
前
の
届

け
忘
れ
に
限
ら
れ
た
措
置
で
す
。
京
都
南
社
会
保

険
事
務
所
へ
、
第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

   　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
た
め
、
障

害
基
礎
年
金
等
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
障
害
者
に
、

「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の

１
級
、
2
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
で
、

任
意
加
入
期
間
が
、
①
平
成
3
年
3
月
以
前
に
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
　
②
昭
和

61
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ

っ
た
被
用
者
等
の
配
偶
者
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、

障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年

金
な
ど
を
受
給
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。
 

　
支
給
額
は
、
①
障
害
基
礎
年
金
１
級
相
当
の
人
、

月
額
5
万
円
　
②
障
害
基
礎
年
金
2
級
相
当
の
人
、

月
額
4
万
円
 

　
詳
し
く
は
、
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
、
各
相

談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役
場
住
民
課
へ
。
 

   ▽
役
場
住
民
課
（
国
民
年
金
）
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
9
9
0
4
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
7
4
（
4
5
）
3
9
0
5
 

▽
宇
治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
来
訪
相
談
の
み
）
 

　
宇
治
市
広
野
町
西
裏
54
の
2
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
7
4
（
4
3
）
１
5
１
１
 

  

             ▽
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
 

　
伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町
８
の
１
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
 

・
休
日
お
よ
び
夜
間
の
年
金
相
談
（
来
訪
相
談
の

　
み
）
 

　
7
月
9
日
g
・
16 
日
g
　
午
前
9
時
〜
午
後
4

　
時
 

 
7
月
4
日
b
・
11 
日
b
・
19 
日
c
・
25
日
b

　
午
後
5
時
〜
7
時
 

            ▽
電
話
で
の
相
談
窓
口
 

　
京
都
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
7
4
（
4
8
）
１
１
6
5
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口
座
振
替
早
収
割
引
制
度
 

（
早
割
制
度
）
 

第
3
号
被
保
険
者
の
 

 
 
 
 
未
届
期
間
の
救
済
 

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
 

全
額
・
半
額
免
除
の
申
請
 

学
生
納
付
特
例
制
度
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
 

年
金
に
関
す
る
相
談
 

お
忘
れ
な
く
！
 

ご
存
じ
で
す
か
？
 

▲宇治年金相談センター 

J
R
奈
良
線
 

　
至
国
道
２４
号
 

旧
国
道
２４
号
 

近
鉄
京
都
線
 

自
衛
隊
 

大
久
保
駐
屯
地
 

大
久
保
駅
 

至京都 至京都 至京都 

新
田
駅
 

▲京都南社会保険事務所 

国
道
２４
号
 

（
竹
田
街
道
） 

新
油
小
路
通
 

近
鉄
京
都
線
 

近
鉄
 

地
下
鉄
 

竹
田
駅
 

至京都・北山 

至奈良 

コンビニ 

市バス 
竹田出橋 

市バス 
七瀬川町 

名神高速道路 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

シートベルト着用推進街頭啓発 
（6月1日・久御山町役場前） 

AETさんの新しい看板完成 （5月30日・御牧幼稚園） 
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中央公園 

スポーツフェスティバル 

子どもからお年寄りまで 
若宮八幡宮（佐古） 

野神の神事 

無病息災と豊作を祈願 
　6月5日の未明、若宮八幡宮で宮司や宮総代、自治会役

員らによって、暗闇と静寂のなか、野神の神事が厳かにお

こなわれ、無病息災と豊作を祈願しました。 

　この神事は、昔、巨椋池周辺でマラリアが流行したため、

感染しないように、また、感染しても早く治るようにと願

って始まったと、今に伝えられています。明かりもつけず、

声も出してはいけないという習わしによって、野口宮司は

声を出さずに祝詞をあげ、参列者もかしわ手を音もたてず

に打つことから、暗闇の奇祭と呼ばれています。 

　また、前日の4日には、宮総代らの手によって、神前に

供える直径10㌢長さ70㌢の大きなちまき作りがおこなわ

れました。ちまきの材料となる真菰の自生が年々減少し、

本来の37本作るだけの量が確保できないため、神前に供

える2本のちまきと35本分をまとめて一本にする方法に

変更して、数少なくなった真菰の確保に苦労されています。 

　神事のあと、供え物のちまきを切り分け、佐古地区内の

氏子に配られました。 

暗闇のなか、厳かにおこなわれた神事 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　のりと 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まこも 

　6月4日、中央公園野球場で、町体育振興会や町青少年

健全育成協議会などの主催でスポーツフェスティバル＆子

ども広場が開かれました。 

　ゲームを楽しみ、スポーツに関心を持ってもらおうと、

地域の子どもからお年寄り

まで、だれでも気軽に参加

できるニュースポーツを中

心におこなわれました。 

　青空の下、各ゲームのル

ール説明のあと、参加者が

それぞれの競技に分かれて

楽しみました。 

　長靴飛ばしでは、小学4年生が19㍍を記録し、丸太き

りでは、小学5年生が9秒で切り落とすという大人顔負け

の記録が出ました。 

　このフェスティバルには、約300人の人が参加し、日

ごろの運動不足の解消に、健康的な汗を流していました。 

わなげを楽しむ子どもたち 



交通指導員研修会 
（6月10日・久御山高校付近交差点） 

島田西洋ニンジンの出荷 （6月15日・藤本和秀さん宅） 

中央公民館 市田・巨椋池干拓田 

ふるさと教室 

ふるさとの歴史を学ぶ 古代へのロマン 

農業体験学校（
6月9日・佐山小

学校） 

5月15日から6月14日までの受付分（敬称略） 
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泥まみれになりながら、田植えを体験 

　6月11日、市田の巨椋池干拓田で、古代米生産プロジ

ェクトの第1段階、田植えがおこなわれました。 

　このプロジェクトは、ゆうホールが主催した教室で、古

代米（赤米）の田植えから稲刈り、脱穀、籾すりまですべ

ての工程を体験してもらおうと企画。町内の親子連れやボ

ランティアあわせて約40人が参加しました。 

　田植えを体験するのは初めての参加者も多く、素足で触

れる泥の感触に、大きな歓声があがっていました。 

うまれて来てくれてありがとう。 

いつまでもお兄ちゃんと仲良くね。 

市田　河井正彦・智美さんの長女 

（平成17年2月12日生） 

河井　実佑ちゃん 
かわ い　　　み ゆう 

　ふるさと久御山の歴史に興味を持ってもらおうと、5月

20日からふるさと教室が開かれています。 

　第1回目は、「明治時代の洪水」をテーマに、巨椋池周

辺でのたび重なる洪水の記録などについて、町郷土史会会

長の阪部五三夫さんから講演があり、参加者は熱心に聞き

入っていました。また、6月17日に開かれた教室では、

称名寺（佐古）などの文化財を見学し、思い思いにふるさ

との歴史を肌で感じとっていました。 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

濱
口
　
秀
隆
 

高
橋
　
和
眞
 
　
麻
衣
子
 

　
千
夏
 

島
　
田
 

　
林
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

大
橋
辺
 

島
　
田
 

野
　
村
 

　
〃
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

下
津
屋
 

　
栄
 

中
島
　
一
騎
 

森
本
穂
乃
香
 

牧
村
　
迅
人
 

黒
川
　
日
向
 

中
嶋
　
咲
菜
 

青
山
　
裕
星
 

犬
田
　
直
斗
 

中
西
　
珠
悠
 

長
嶋
　
　
優
 

坂
井
優
結
花
 

豊
田
　
千
弥
 

堀
　
　
爽
月
 

山
本
　
伸
一
 

田
中
　
弘
承
 

慎
治
・
友
美
 

英
樹
・
華
代
 

伸
彦
・
百
代
 

　
匠
・
京
子
 

健
一
・
秋
子
 

哲
也
・
陽
子
 

貴
也
・
ゆ
か
り
 

　
弘
・
奈
美
 

好
宏
・
郁
恵
 

健
二
・
綾
子
 

直
弘
・
千
草
 

智
昭
・
幸
子
 

貞
夫
・
亨
子
 

学
・
美
智
子
 

 

い
っ
き
 

　の
　
か
 

は
や

と
 

　ひ

な
た
 

　さ
　
な
 

ゆ
う
せ
い
 

な
お

と
 

　み

ゆ
う
 

　
　
ゆ
う
 

　い
　
か
 

　ち
　
ひ
ろ
 

　さ
　つ
き
 

し
ん
い
ち
 

こ
う
す
け
 

 

 ほ
 

       ゆ
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

古代米生産プロジェクト 

熱心に学ぶ参加者 



             　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。
 

  　
「
男
女
平
等
？
そ
ん
な
こ
と
当
た
り
前
だ
よ
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
客
観
的
に
見
る
と
、
実
は
ま

だ
ま
だ
だ
っ
た
り
す
る
も
の
。
自
分
で
も
気
付
か

な
い
あ
な
た
の
心
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

①
夫
を
「
主
人
」
と
呼
ぶ
の
は
当
然
だ
。
 

②
妻
は
当
然
夫
の
家
の
墓
に
入
る
も
の
だ
。
 

③
お
茶
は
妻
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
 

④
ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。
 

⑤
「
女
の
く
せ
に
」
「
男
の
く
せ
に
」
と
し
か
る

　
こ
と
が
あ
る
。
 

⑥
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
母
親
が
家
に
い
て
子

　
育
て
す
る
べ
き
だ
。
 

⑦
女
性
が
両
立
に
悩
ん
で
い
た
ら
「
無
理
せ
ず
退

　
職
を
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
 

⑧
家
族
の
休
む
休
日
、
女
性
（
妻
）
は
か
え
っ
て

　
忙
し
い
。
 

⑨
デ
ー
ト
の
費
用
は
い
つ
も
男
性
が
持
つ
べ
き
だ
。
 

⑩
男
性
が
人
前
で
泣
く
の
は
み
っ
と
も
な
い
。
 

①
〜
⑩
の
「
は
い
」
を
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。
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　ジャスコ久御山店の開店にあわせた平成11年6月に新設
され、当時は近鉄大久保駅との間を結ぶ路線のみが乗り入
れ、1日35便のバスが発着するだけだったこのバス停も、
今では、この7月1日から増便された「のってこバス（巡
回バス）」だけでも1日36便が発着し、平日では1日176
便が発着する「のってこバス（基幹バス）」をはじめ、1
日あたり250便が発着する町内屈指のバスターミナルとな
りました。 
　バス停には屋根、ベンチを備えるほか、北側にはバス利
用者のための屋根付きの駐輪場も備えています。 
　バス停の道路を挟んだ向かい側には、芝生が緑のじゅう
たんのように広がる「森ふれあい公園」があり、みなさん
の憩いの場となっています。 
　バス停周辺には、北にジャスコ久御山店があり、東には
第二京阪道路（京都南道路）が望めます。その第二京阪道
路を少し北進すると、京滋バイパスへとつながる久御山ジ
ャンクションがあります。 
問い合わせ／都市計画課 

　今号から、町内の「のってこバス（巡回バス）」停留所
をシリーズで紹介します。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
　第1回は「ジャスコ久御山店前」のバス停です。 

バス停シリーズ 

「ジャスコ久御山店前」 

                  ▼
0
〜
2
点
　
「
い
い
感
じ
」
 

　
　
　
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
分
ら
し
い
生

　
　
　
き
方
が
で
き
る
家
族
で
す
ね
。
 

▼
3
〜
5
点
　
「
あ
と
一
歩
」
 

　
　
　
男
性
優
位
の
傾
向
が
ま
だ
ま
だ
た
く

　
　
　
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
家
庭
が
男
性
に

　
　
　
と
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て
も
居
心
地

　
　
　
の
よ
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
 

▼
6
〜
10 
点
　
「
ま
だ
ま
だ
」
 

　
　
　
性
別
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
男
女
平
等

　
　
　
へ
の
道
を
渋
滞
さ
せ
て
い
ま
す
。
「
自

　
　
　
分
ら
し
く
生
き
る
」
と
は
ど
う
い
う

　
　
　
こ
と
な
の
か
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

　
　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

  問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
 

ジェンダーって？ 
社会的・文化的につくられた 
性差のことで、「女らしさ・ 
男らしさ」のこと 

1



セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ 

（
ス
ズ
メ
目
セ
キ
レ
イ
科
） 

　
日
本
の
特
産
種
で
浅
瀬
の
あ
る
河
川
、
そ

の
他
の
水
辺
、
農
耕
地
で
見
ら
れ
る
留
鳥
で

す
。
 

　
大
き
さ
は
約
20
㌢
で
、
額
・
の
ど
は
白
く
、

頭
か
ら
尾
羽
ま
で
の
上
面
、
の
ど
下
か
ら
胸

は
黒
色
で
す
。
 

　
雌
雄
の
識
別
は
難
し
く
、
背
の
黒
さ
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
雄
の
上
面
は
黒
く
、

雌
の
上
面
に
は
灰
色
味
が
あ
り
ま
す
。
尾
羽

を
上
下
に
振
り
な
が
ら
水
辺
を
歩
き
、
主
に

水
生
昆
虫
類
を
採
食
し
ま
す
。
空
中
採
食
も

し
ま
す
が
、
他
の
セ
キ
レ
イ
類
ほ
ど
は
し
ま

せ
ん
。
 

　
鳴
き
声
は
飛
び
立
つ
と
き
に
「
ジ
ュ
ジ
ュ

ジ
ュ
」
と
鳴
く
、
ま
た
繁
殖
期
に
は
「
ジ
ュ

イ
」
「
ジ
ュ
リ
リ
リ
」
「
ピ
チ
ュ
イ
」
「
チ
ョ

チ
ョ
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て
一

節
を
さ
え
ず
り
ま
す
。
 

　
6
月
１
日
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
ハ
ク
セ

キ
レ
イ
」
と
似
て
い
ま
す
が
、
ハ
ク
セ
キ
レ

イ
は
ほ
お
が
白
く
黒
色
の
過
眼
線
が
あ
り
ま

す
が
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
は
逆
に
黒
い
ほ
お
に

白
色
の
過
眼
線
が
あ
り
、
見
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

83

11

資格商法 

　
「
資
格
商
法
」
と
呼
ば
れ
る
悪
質
商
法
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
「
○
○
士
」
と
付
く
資
格
が
多

い
た
め
「
士
（
さ
む
ら
い
）
商
法
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
 

　
不
況
が
続
く
な
か
、
就
職
や
転
職
、
独
立
に
有

利
と
考
え
、
何
か
資
格
を
取
得
し
た
い
と
考
え
る

人
が
多
く
、
こ
の
商
法
は
、
そ
の
様
に
考
え
て
い

る
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
手
口
は
、
通
信
講
座
で
公
的
資
格
が
簡
単
に
取

得
で
き
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
た
り
、
架
空
の
最

も
ら
し
い
資
格
を
「
い
ま
公
的
資
格
へ
の
申
請
中
」

な
ど
と
言
っ
て
、
今
な
ら
取
得
し
や
す
い
と
思
わ

せ
た
り
し
て
、
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
座
や

教
材
購
入
の
契
約
を
さ
せ
ま
す
。
 

　
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は
巧
み
で
、
特
に
電
話
勧
誘

の
場
合
は
、
消
費
者
に
考
え
る
時
間
を
与
え
ず
、

電
話
口
で
強
引
に
決
断
を
迫
り
ま
す
。
 

　
職
場
に
電
話
が
か
か
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
職
場
で
あ
る
が
ゆ
え
、
度
重
な
る
勧
誘

が
わ
ず
ら
わ
し
く
承
諾
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
職
場
で
の
電
話
応
対
の
た
め
「
い
り
ま

せ
ん
！
」
と
強
く
き
っ
ぱ
り
と
言
え
ず
、
断
っ
た

つ
も
り
で
「
結
構
で
す
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
、

承
諾
し
た
と
し
て
契
約
し
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
契
約
は
、
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
基
本
的

に
口
頭
で
も
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
電

話
勧
誘
の
場
合
、
電
話
で
の
契
約
成
立
後
、
消
費

者
は
事
業
者
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
ん
で
8
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
除
）
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
に
あ
っ
た
場
合
、
あ
い
ま
い

な
返
答
は
し
な
い
よ
う
に
し
、
契
約
す
る
気
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
最
近
で
は
一
度
被
害
に
あ
っ
た
人
を
再

び
勧
誘
す
る
二
次
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
「
以
前
受
講
し
て
い
た
講
座
が
修
了
し

て
い
な
い
の
で
解
約
料
が
必
要
で
す
」
と
解
約
料

を
要
求
し
た
り
、
「
被
害
者
名
簿
に
名
前
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
勧
誘
電
話
で
お
困
り
で
し
た
ら

名
簿
か
ら
抹
消
で
き
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
抹
消

の
た
め
の
手
数
料
を
要
求
し
た
り
し
ま
す
。
 

　
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
対
応
し
、
個
人
情
報
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

  　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
8
 

2
１
）
0
2
１
0
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観

光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
産

業
課
へ
。
 

 

 
 
 
 
　本格的な高齢社会の到来を目前にして、高齢
者のケアや介護について、今号からシリーズで
紹介します。 
 
●在宅介護支援センター 
　わが国は、諸外国もかつて経験したことのな
い速さで高齢化が進んでいます。久御山町も例
外ではありません。 
　厚生労働省によると、高齢者のいる世帯、特
に高齢者だけの世帯が増えている中、経済的に
はある程度豊かで、おおむね健康であっても、
人とのかかわりが少ない傾向があります。 
　特に、ひとり暮らしの高齢者の場合、ひとり
で過ごす時間が長く、日常生活での心配ごとが
あっても相談する相手がいなくて、孤独である
という実態が報告されています。 
　町では、高齢者の相談窓口として社会福祉協
議会と楽生苑に委託し、身近な相談窓口として「在
宅介護支援センター」を設けていますので、お
気軽にご相談ください。 
 
○在宅介護支援センターさつき苑（社会福祉協
　議会内）（久御山町大字島田小字ミスノ11） 
　1075（631）0100 
○在宅介護支援センター楽生苑 
　（久御山町大字坊之池小字坊村中66） 
　1075（632）1440・075（632）1094

き
　
ぜ
ん
 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
夏
休
み
を
迎
え
る
今
月
は
、
自
由
研
究
に
ち
な
ん
だ
オ
ス
ス
メ
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

田
中
力
著
 

　
テ
ー
マ
選
び
か
ら
研
究
の
進
め
方
、
ま
と
め
方
ま
で
を
、
43
の
具

体
例
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
つ
く
っ
て
み
よ
う
夏
休
み
の
自
由
工
作（
全
3
巻
）」
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

　
身
の
回
り
の
も
の
を
使
っ
て
、
家
で
外
で
か
ん
た
ん
に
で
き
る
お

も
し
ろ
工
作
を
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
別
に
く
わ
し
く
紹
介
 

「
ド
キ
ド
キ
ち
ょ
う
せ
ん
自
由
研
究
」
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

　
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
不
思
議
を
、
楽
し
み
な
が
ら
解
き
明
か
す

実
験
・
観
察
・
工
作
の
テ
ー
マ
と
そ
の
研
究
方
法
を
多
数
紹
介
 

「
中
学
生
理
科
の
自
由
研
究
」
 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

12

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

★
う
ち
の
パ
パ
が
言
う
こ
と
に
は
 

■材料（4人分） 

作り方 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

揚げなすとかぼちゃのおろし和え 

145キロカロリー／1人分 

 
①　ボウルに漬け汁の材料を混ぜてお
　きます。 
②　トマトのへたを切り落とし、1㌢
　角に切り、漬け汁に入れておきます。 
③　なすは、へたを切り落とし、1.5 
　㌢角に切っておきます。かぼちゃも、
　わたと種を取り除き1㌢角に切り 

　ます。 
④　中温の油でかぼちゃを2～3分揚げ、
　軟らかくなったら取り出し、油を切
　っておきます。 
⑤　油を高温にして、なすを1～2分
　薄く色づくまで揚げて油を切ります。 
⑥　④と⑤を漬け汁に加えて、全体を
　よく混ぜて器に盛り付けます。 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
b
・
11
日
b
・
19
日
c
・
25
日
b
・
 

31
日
a

　
図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
生
の
読
書
推
進
と
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
目
的
と
し
て
、
課
題
図
書
の
貸
し
出
し
を
お

こ
な
い
ま
す
。
夏
休
み
中
も
含
め
、
毎
日
を
読
書
で
有
意
義
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
小
学
校
低
学
年
の
部
 

　
「
な
い
た
」
・
「
バ
ス
を
お
り
た
ら
･
･
･
」
・
「
ひ
・
み
・
つ
」
・

　
「
ア
リ
か
ら
み
る
と
」
 

◇
小
学
校
中
学
年
の
部
 

　
「
か
げ
ま
る
」
・
「
い
え
で
で
ん
し
ゃ
は
こ
し
ょ
う
ち
ゅ
う
？
」
・

　
「
犬
ぞ
り
の
少
年
」
・
「
ス
ズ
メ
の
大
研
究
」
 

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
 

　
「
歩
き
だ
す
夏
」
・
「
空
の
て
っ
ぺ
ん
銀
色
の
風
」
・
「
ぼ
く
ら

　
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
」
・
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
の
は
な
し
」
 

◇
中
学
校
の
部
 

　
「
秘
密
の
道
を
ぬ
け
て
」
・
「
魔
の
海
に
炎
た
つ
」
・
「
甦
れ
、

　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」
 

貸
し
出
し
開
始
日
／
7
月
2
日
g
　
 

貸
し
出
し
期
間
／
１
週
間
以
内
 

※
貸
出
予
約
は
、
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 課
題
図
書
の
ご
案
内
 

★
く
ま
ご
ろ
う
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
 

（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ス
ミ
ス
絵
）
 

　
気
球
に
の
っ
た
く
ま
ご
ろ
う
、
何
が

何
だ
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
人
気
者
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
 

（
重
松
　
清
著
）
 

　
家
族
・
友
達
・
子
ど
も
、
そ
し
て
自

ら
の
歩
み
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
 

なす 
かぼちゃ 
トマト 
揚げ油 
 

大根おろし（水切り） 
レモン絞り汁 
あさつき 
しょうゆ 
 

漬け汁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4個 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/8個(150ｇ) 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量 

・・・・・・・・・1カップ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個分 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3～4本 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2

★
シ
ー
セ
ッ
ド
・
ヒ
ー
セ
ッ
ド
 

（
柴
田
　
よ
し
き
著
）
 

　
無
認
可
保
育
園
の
園
長
兼
探
偵
・
花

咲
慎
一
郎
が
事
件
の
絡
み
あ
う
謎
を
解
く
。
 

あ 



い
き
い
き
健
康
教
室
 

水
中
運
動
教
室
 

ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教
室
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
 

親
子
料
理
教
室
 

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
 

宿
泊
体
験
活
動
 

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
　
 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集
 

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
 

き
ん
 

                
町
で
は
、「
運
動
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
健
康
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
12 
日
c
・
19 
日
c
・
26
日
c
　
午
前

10 
時
〜
正
午
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け

付
け
と
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
を
し
ま
す
）
 

場
所
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

定
員
／
各
30
人
（
先
着
順
）
 

持
ち
物
／
上
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
電

話
可
 

  
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」
で

は
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護
者
が
一
緒
に
料
理

を
作
る
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
28
日
e
　
午
前
10 
時
か
ら
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
　
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
4

年
生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具
 

申
し
込
み
／
7
月
22
日
f
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
。

電
話
可
 

  
生
活
習
慣
病
や
転
倒
予
防
に
、
水
中
運
動
教
室

を
開
き
ま
す
。
 

期
間
／
10 
月
上
旬
〜
平
成
18 
年
3
月
中
旬
 

場
所
／
伏
見
港
公
園
プ
ー
ル
（
伏
見
区
霞
島
金
井

戸
町
）
 

対
象
／
国
保
加
入
者
で
、
50
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
90
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

費
用
／
無
料
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
15 
日
f
ま
で
に

国
保
医
療
課
へ
。
 

  
京
都
府
で
は
、
動
物
に
対
す
る
愛
護
と
正
し
い

飼
い
方
を
啓
発
す
る
た
め
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人
 

規
格
／
四
つ
切
り
（
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
、
パ
ソ

コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
）
 

点
数
／
１
人
2
点
以
内
（
応
募
作
品
は
後
日
返
却

し
ま
す
）
 

応
募
／
7
月
29
日
f
ま
で
に
、
作
品
の
裏
面
に
環

境
保
全
課
に
あ
る
応
募
票
を
貼
っ
て
、
府
山

城
北
保
健
所
（
〒
６11
‐
００21
宇
治
市
宇
治
若
森

7
の
6
）
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
2

へ
。
郵
送
可
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
自
然
の
中

で
宿
泊
し
、
野
外
活
動
や
共
同
生
活
を
す
る
「
宿

泊
体
験
活
動
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
程
／
8
月
2
日
c
・
3
日
d
 

場
所
／
京
田
辺
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
「
竜
王
こ

ど
も
の
王
国
」
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
年
生
〜
中
学
生
 

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）
 

内
容
／
テ
ン
ト
で
の
野
外
宿
泊
・
炊
飯
・
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
な
ど
。
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
8
日
f
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
。
 

  
町
内
の
小
・
中
学
生
が
、
町
内
や
近
隣
市
町
村

の
歴
史
や
環
境
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
の
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
7
月
26
日
c
　
午
前
9
時
か
ら
　
②
8

月
5
日
f
　
午
後
0
時
30
分
か
ら
　
③
8
月

11 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
①
町
内
の
社
寺
　
②
も
の
づ
く
り
技
術
館

（
京
都
機
械
工
具
）・
近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
京
都
工
場
　
③
淀
川
資
料
館
（
枚

方
市
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
へ
。
 

※
3
回
と
も
出
席
で
き
る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

   
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、
平
成

18 
年
１
月
29
日
に
開
催
予
定
の
「
第
16 
回
く
み

や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
で
の
応
募
も
で
き
ま
す
。
 

採
用
者
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
多

数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
4
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
（
3
〜
4

色
で
内
容
は
自
由
）
 

応
募
方
法
／
8
月
１
日
b
ま
で
に
、
作
品
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
対
象
に
集
い
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
平
成
17 
年
7
月
22
日
f
　
午
前
10 
時
40
分

〜
午
後
2
時
10 
分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
者
／
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人
 

内
容
／
児
童
と
の
交
流
・
会
食
・
お
話
等
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
7
月
15 
日
f
ま
で
に
民
生
児
童
委
員

へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

     
総
務
省
は
、
今
年
10 
月
１
日
現
在
を
調
査
期
日

と
し
て
、
全
国
い
っ
せ
い
に
「
平
成
17 
年
国
勢
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
人
口
・
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
、
国
が
実
施
す
る
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
を
対
象
と
し
て
お
こ
な
う
も
の
で
す
。
 

国
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、
9
月
下
旬
か
ら
調

査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

13

72005
July

は
 



 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
月
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
15 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
（
5
 

 
 
5
）
5
9
8
1
ま
た
は
社
会
福
祉
課
へ
。
 

  
国
で
は
、
終
戦
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
人
に
、
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
支
給
要
件
は
、
平
成
17 
年
4
月
１
日
（
基

準
日
）
現
在
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年

金
な
ど
を
受
給
す
る
人
が
い
な
い
遺
族
で
す
。
 

第
8
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、

次
の
順
番
に
よ
る
優
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で

す
。
 

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者
 

2
．
戦
没
者
等
の
子
 

3
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
、
か
つ
、
戦

没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
　
①
父
母
　
②
孫

③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹
 

4
．
前
記
3
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹
 

5
．
前
記
１
か
ら
4
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

請
求
受
付
／
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
　
 

  
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
育
児
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
人
「
お
ね
が
い
会
員
」
と
、
育

児
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
「
ま
か
せ
て
会
員
」

が
登
録
会
員
と
な
っ
て
、
臨
時
的
・
突
発
的
な
託

児
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
子
ど
も
を

預
か
る
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。
保

育
所
・
幼
稚
園
・
仲
よ
し
学
級
へ
の
送
迎
や
そ
の

後
の
保
育
、
保
護
者
の
通
院
時
等
に
利
用
で
き
ま

す
。
 

新
し
く
会
員
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
や
内
容

に
つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
人
の
た
め

に
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
9
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
20

分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
「
お
ね
が
い
会
員
」
生
後
3
か
月
か
ら
10 

歳
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
で
、
育
児
の
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
 

 
 
「
ま
か
せ
て
会
員
」
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
人
 

　
　
※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
平
成
16 
年
の
幼
児
の
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯
の

あ
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
１
歳
半
で
全
体
の
3
・

6
㌫
、
3
歳
半
で
34
・
3
㌫
で
し
た
。
乳
幼
児
の

む
し
歯
の
治
療
は
大
変
む
ず
か
し
く
、
自
然
に
治

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
甘
い
も
の
を

控
え
、
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心
掛

け
て
歯
を
強
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

町
で
は
、
宇
治
久
世
歯
科
医
師
会
と
の
共
催
で
、

む
し
歯
予
防
、
生
涯
を
通
し
た
歯
の
健
康
の
た
め

に
「
歯
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
き
ま
す
。
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
2
日
g
　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
は
み
が
き
指
導
や
歯
・
あ
ご
に
関
す
る

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
洗
口
や
む
し
歯
予
防

に
関
す
る
人
形
劇
（
大
人
も
健
診
や
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
）
 

※
歯
み
が
き
セ
ッ
ト
や
久
味
の
会
提
供
の
お
や
つ

な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
体
を
動
か
し
た
り
、
頭
の
体
操
を

し
た
り
す
る
教
室
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
程
／
7
月
5
日
c
　
①
午
前
10 
時
か
ら
　
②
午

後
１
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
①
東
佐
山
団
地
集
会
室
　
②
い
き
い
き
ホ

ー
ル
 

内
容
／
体
操
・
ゲ
ー
ム
・
健
康
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
国
が
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
と
、

重
症
の
A
D
E
M
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
と

の
因
果
関
係
を
認
め
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
お
勧
め
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
海
外
へ
の
渡
航
な
ど
で
、
日
本
脳
炎
に

感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
は
、
同
意
書
に
署
名

し
た
う
え
で
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
一
般
的
な
注
意
と
し
て
、
戸
外
へ
出
る

と
き
は
、
念
の
た
め
で
き
る
限
り
、
長
袖
・
長
ズ

ボ
ン
を
身
に
着
け
る
な
ど
、
日
本
脳
炎
ウ
ィ
ル
ス

を
媒
介
す
る
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
豊
富
な
経
験

や
知
識
等
を
生
か
し
、
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動

の
充
実
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
グ

ル
ー
プ
活
動
に
対
し
、
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

対
象
／
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
う
ち
お
お
む

ね
半
数
以
上
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成

す
る
仕
事
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
 

補
助
金
額
／
活
動
に
必
要
な
経
費
（
人
件
費
お
よ

び
食
糧
費
を
除
く
）
 

補
助
限
度
額
／
１
0
0
万
円
 

必
要
な
書
類
／
申
請
書
、
所
要
額
調
書
、
事
業
計

画
書
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
11 
日
b
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
今
年
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
モ
ッ
グ
は
、
夏
の
風

の
弱
い
と
き
に
発
生
し
や
す
く
、
目
や
の
ど
に
障

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
警
報
や
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
と
き
は
、
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
に
吹
き
流

し
な
ど
を
掲
出
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

万
が
一
、
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、
洗

眼
や
う
が
い
を
す
る
と
と
も
に
、
府
山
城
北
保
健

所
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
3
ま
た
は
環
境

保
全
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
説
明
会
 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
 

ひ
だ
ま
り
ク
ラ
ブ
 

高
齢
者
の
仕
事
お
こ
し
応
援
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
 

歯
の
ひ
ろ
ば
 

戦
没
者
等
の
特
別
弔
慰
金
 

き
ゅ
う
せ
い
さ
ん
ざ
い
せ
い
の
う
せ
き
ず
い
え
ん
 

14７月１０日は、京都府「府民防犯の日」です。―地域防犯にみんなで取り組みましょう― 



  
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
社
会
を
築
こ
う
と
、
毎
年
7
月
を
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
募
集
標
語

の
特
選
、
入
選
作
品
の
表
彰
と
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
19 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

講
演
／
演
題
「
今
日
ま
で
の
福
祉
の
歩
み
」
　
講

師
　
門
脇
光
也
さ
ん
（
花
園
大
学
教
授
）
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
7
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
」
月
間
で

す
。
 

あ
な
た
の
血
液
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の

生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
農
作
物
の
被
害
や
ゴ
ミ
の
ち
ら
か
し
で
、
み
な

さ
ん
を
悩
ま
せ
て
い
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
6
月

中
旬
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

近
年
、
農
地
周
辺
の
都
市
化
が
進
み
、
銃
に
よ

る
駆
除
が
困
難
な
た
め
、
捕
獲
網
に
よ
る
捕
獲
を

宇
治
猟
友
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
捕
獲
網
と
は
別
に
今
年
度
は
、
7
月
下

旬
か
ら
8
月
の
間
、
佐
山
向
野
地
区
で
、
空
気
銃

に
よ
る
広
域
捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

農
地
の
近
く
で
捕
獲
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
14 
日
e
・
28
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
水
遊
び
　
　
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
子
ど
も
た
ち
が
家
族
や
友
達
同
士
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
町
民
プ
ー
ル
が
無
料
で
利
用
で
き
る
ふ

れ
あ
い
券
を
配
布
し
ま
す
。
 

利
用
対
象
／
町
内
在
住
・
在
校
で
、
①
4
歳
以
上
、

中
学
生
以
下
の
人
　
②
小
学
3
年
生
以
下
の

子
ど
も
と
同
伴
の
保
護
者
　
③
3
歳
以
下
の

子
ど
も
を
同
伴
の
保
護
者
 

配
布
方
法
／
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
通
わ
れ
て
い
る
人
は
、
各
施
設
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。
（
配
布
時
期
が
過
ぎ
て

も
ふ
れ
あ
い
券
が
届
か
な
い
と
き
は
、
社
会

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
 

配
布
時
期
／
7
月
上
旬
 

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
民
プ
ー
ル
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  日
時
／
7
月
30
日
g
　
午
後
6
時
（
午
後
5
時
45

分
受
付
）
　
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

種
目
／
親
子
ペ
ア
（
親
は
両
親
ま
た
は
祖
父
母
ま

で
可
、
子
ど
も
は
小
学
生
の
み
可
）
、
ご
夫

婦
ペ
ア
、
仲
良
し
ペ
ア
 

※
小
学
生
の
参
加
者
は
、
必
ず
18 
歳
以
上
の
人
と

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
お
よ
び
在
学
の
人
 

申
し
込
み
／
7
月
22
日
f
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。
 

  日
時
／
8
月
25
日
e
・
26
日
f
　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
 

場
所
／
う
じ
安
心
館
（
宇
治
市
保
健
・
消
防
セ
ン

タ
ー
）
3
階
ホ
ー
ル
（
宇
治
市
宇
治
下
居
13 

の
2
）
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
の
人
 

定
員
／
18 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
4
，
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
 

受
講
受
付
／
7
月
25
日
b
〜
7
月
29
日
f
の
間
に

案
内
書
（
町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
に
記

載
の
申
請
手
続
き
を
し
て
、
『
受
講
票
』
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

7
月
12 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

7
月
12 
日
c
・
26
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
1
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

7
月
21
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

〈6月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 7 7人　 
8 , 5 7 9人　 
8 , 5 9 8人　 
6 , 4 9 6世帯 

〈5月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 3人　 
9人　 
8 0人　 
7 6人　 

第
55
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

甲
種
防
火
管
理
講
習
 

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
 

愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
 

有
害
鳥
獣
捕
獲
 

（
前
月
比
／
増
８
人
）
 

15
　　　　　　　 



 

          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

費
用
は
、
7
月
10 
日
a
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に

つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
7
月
7
日
e
・
14 
日
e
・
15 
日
f
・
22
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
7
月
8
日
f
・
26
日
c
　
午
後
5
時
〜
8

時
　
12 
日
c
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
20
日
d

　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
0
0
円
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
7
月
16 
日
g
・
17 
日
a
・
18 
日
-
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
7
月
8
日
f
・
9
日
g
・
10 
日
a
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

  日
時
／
7
月
13 
日
d
・
27
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
7
月
13 
日
d
・
27
日
d
　
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
（
先
着
順
）
 

 

                日
時
／
7
月
16 
日
g
・
30
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
7
月
8
日
f
・
15 
日
f
・
22
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
（
先
着
順
）
 

  日
時
／
7
月
18 
日
-
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
磁
石
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
1
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
9
日
g
・
21
日
e
・
22
日
f
　
午
前

9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

  日
時
／
7
月
10 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
磁
石
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
27
日
d
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
木
を
使
っ
て
、
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
16 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
夏
の
テ
ー
ブ
ル
を
彩
る
、
グ
リ
ー
ン
カ
ラ

ー
の
さ
わ
や
か
な
作
品
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
  

費
用
／
1
，
5
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

小
学
生
科
学
教
室
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

申込は7月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合はその翌日）  

10774（45）0002

小
学
生
工
作
教
室
 

「ハリー・ポッター」シリーズ第3弾を上映します。 

上映日／7月23日（土）
　1回目　午前 9時30分～正午 
　2回目　午後 1時30分～4 時 

対　象／町内在住の小学生 
　　　　以上の人 
　　　　※幼児は保護者同伴 
　　　　　で参加してください。 

定　員／各200人 

費　用／満3歳以上ひとり300円 
　※チケットは、7月2日gからゆうホールで発売します。 
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  日
時
／
①
7
月
21
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

30
分
　
②
22
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
木
を
使
っ
て
、
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
28
日
e
 
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
琵
琶
湖
博
物
館
と
、
水
生
植
物
公
園
の
ハ

ス
を
見
学
し
ま
す
。
　
　
　
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
小
・
中
学
生
5
0
0
円
 

　
　
大
人
１
，
0
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
含

む
）
 

               

  日
時
／
7
月
29
日
f
　
午
後
5
時
50
分
〜
8
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
宇
治
川
河
川
敷
（
向
島
付
近
）
で
、
「
ツ

バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

  日
時
／
7
月
24
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
木
を
使
っ
て
、
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
組
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
30
日
g
 
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
 

　
　
（
小
学
１
・
2
年
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
）
 

内
容
／
川
の
流
れ
や
生
き
物
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

         日
時
／
①
7
月
10 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
12 

日
c
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
15 
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
21
日

e
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

         日
時
／
7
月
30
日
g
 
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ
ト
で
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ

ッ
プ
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
　
　
 

講
師
／
岡
本
幸
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
11 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ゆ
か
た
の
着
付
け
で
夏
の
装
い
と
簡
単
な

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
7
月
12 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
人
気
の
か
わ
い
い
動
物
モ
チ
ー
フ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
26
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
じ
ゃ
こ
や
夏
野

菜
を
使
っ
て
、
夏
を
快
適
に
乗
り
切
る
健
康

食
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
21
日
e
　
パ
ン
作
り
、
午
前
10 
時
〜

正
午
、
25
日
b
　
華
道
、
26
日
c
書
道
29

日
f
　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
（
4
回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
。
 

定
員
／
15 
組
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
組
2
，
0
0
0
円
 

夏
の
健
康
食
教
室
 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

親
子
で
工
作
教
室
 

木
津
川
観
察
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

ビ
ー
ズ
教
室
 

漬
け
物（
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
）教
室
 

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
 

申込は7月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は7月1日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 期間／8月31日（水）まで　午前10時～午後5時 

　　　　　　　　　　 （入場券の発売は午後4時まで） 

料金／大人500円、高校生300円、 
　　　小・中学生200円、 
　　　幼児100円（3歳以下は無料） 

　水の流れる流水プール、すべり台のある幼児プール、 
本格的に泳げる５０ｍプールなど、子どもから大人まで 
楽しんでいただけます。 
　今年も町民プールでお楽しみください｡ 

17
町民プール前テニスコートは、９月９日Fまで利用できません。 
ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 
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10か月児健診（6月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

～１時55分 
午後１時40分 

14日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

25日B成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※は、いきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参くだ
さい。 
予防接種・乳幼児健診の実施日に送迎バスを運行しますので、ご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

健 　 診 ・ 相 　 談  

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  12日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこない
　ません。 

予　防　接　種 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

1日F

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

8日F

10 か 月 児 健 診  

25日B

22日F3 歳 児 健 診  

12日C

1 歳 8 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

13日D

2歳6か月児歯科健診 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

21日E離 乳 食 教 室  
～１時15分 

午後１時 

～１時40分 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～１時50分 
午後１時20分 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

医師による健康診査 
離乳・保育・栄養などの指導 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

生後3か月～10か月児の保
護者（定員20人）要予約 

個人通知が届いた人 

平成14年12月生まれ 

平成15年10月生まれ 

平成13年12月生まれ 

平成16年9月生まれ 

母　子　保　健 

～2時 
午後１時20分 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

1日・25日 
4日・26日 

7日・29日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

6日 
（第１水曜日） 
20日 

（第３水曜日） 

13日 
（第２水曜日） 
27日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

7月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.2
 
 
　つけっぱなしをやめて省エネ 
　2.2㍑のマイコン型電気ジャー
ポットで24時間高温で保温すると、
400㍑の冷蔵庫と年間消費電力量
がほぼ同じになります。 
　使わないときは、電源を切るように心掛けましょう。
また、少量のお湯ならやかんで沸かす方が省エネにな
ります。 
 
　使い方 
　高温で保温するよりも、低めの温度で保温した方が
電気代はかかりません。また、長時間保温したままより、
使うときに再沸騰させた方が省エネになります。 

　夜寝るときや外出時など、長時間使わないときは、
コンセントからプラグを抜いてください。保温にした
ままにすると、たくさん電気を使うので大きなムダに
なります。 
 
　選ぶときのポイント 
容量　電気ジャーポットは、容量が大きいほど消費電
　　力量もアップします。家族の人数やライフスタイ
　　ルに合ったサイズを選びましょう。 
断熱性　真空保温など、ジャーポット本体の断熱性を
　　高めたものは、電源を切っても保温できます。「電
　　気で沸かして魔法瓶で保温」という機能を備えて
　　いれば消費電力量も大きく削減できます。 
温度設定　低温保温は省エネになります。温度設定が
　　できるものを選んでください。 
 

電気ジャーポット 
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大峯山行者まいりの旅（7） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

花
の
吉
野
を
経
て
ふ
る
さ
と
へ
 

　▲金峯山寺本堂（蔵王堂） 

蔵王権現 

  　
野
村
繁
栄
講
の
最
勝
院
吉
兵
衛
一
行

は
吉
野
山
の
古
跡
を
巡
り
、
中
千
本
・

下
千
本
の
桜
木
に
包
ま
れ
た
金
峯
山
寺

（
山
下
蔵
王
堂
）
に
参
詣
し
た
。
 

　
本
堂
の
蔵
王
堂
（
国
宝
）
は
、
金
峯

山
寺
修
験
道
の
根
本
道
場
に
ふ
さ
わ
し

い
大
建
築
で
、
吉
野
山
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
。
寺
の
創
建
は
古
く
、
役
行
者

が
山
上
ヶ
岳
で
蔵
王
権
現
を
感
得
し
、

そ
の
姿
を
桜
の
木
に
刻
ん
で
祀
っ
た
の

が
蔵
王
堂
で
あ
る
と
い
う
。
 

　
現
在
の
蔵
王
堂
は
、
豊
臣
秀
吉
・
秀

頼
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
天

正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
に
は
ほ
ぼ
完

成
し
て
い
た
。
高
さ
二
七
・
七
メ
ー
ト

ル
、
正
面
五
間
、
側
面
六
間
、
入
母
屋

造
り
、
檜
皮
葺
き
の
堂
は
、
東
大
寺
大

仏
殿
に
次
ぐ
規
模
を
誇
る
。
堂
内
に
は

神
代
杉
・
欅
・
檜
・
松
の
巨
木
や
、
ツ

ツ
ジ
・
梨
の
大
木
な
ど
自
然
木
を
素
材

の
ま
ま
使
っ
た
長
大
な
柱
六
八
本
が
林

立
し
て
い
て
壮
観
で
あ
る
。
 

　
堂
内
の
内
陣
に
は
、
格
天
井
を
突
き

抜
け
る
大
き
な
厨
子
が
あ
り
、
そ
の
中

に
秘
仏
の
巨
大
な
三
体
の
蔵
王
権
現
立

像
（
重
文
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
 

　
蔵
王
堂
前
の
広
場
は
、
大
塔
宮
護
良

親
王
が
信
濃
国
（
現
長
野
県
）
の
武
将
、

村
上
義
光
と
主
従
関
係
の
宴
を
張
っ
た

場
所
と
い
わ
れ
、
こ
の
南
側
に
は
、
元

弘
二
年
（
一
三
三
二
）
足
利
軍
の
攻
撃

で
吉
野
が
陥
落
し
た
際
、
村
上
義
光
が

護
良
親
王
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
楼
上

で
奮
戦
・
割
腹
し
た
二
天
門
跡
が
あ
る
。
 
 

　
中
世
の
古
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
広
場

を
挟
ん
で
蔵
王
堂
の
正
面
南
側
に
は
も

と
二
天
門
と
い
う
大
規
模
な
門
を
構
え

て
い
た
。
大
峯
山
上
の
蔵
王
堂
に
対
す

る
山
下
の
蔵
王
堂
と
し
て
、
南
の
二
天

門
が
表
門
、
北
の
二
王
門
が
裏
門
の
関

係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
修
験
道
に
は
本
山
派
（
天
台
宗
聖
護

院
）
と
当
山
派
（
真
言
宗
三
宝
院
）
の

二
派
が
あ
り
、
そ
の
入
峯
順
路
が
、
本

山
派
は
熊
野
か
ら
吉
野
へ
と
北
に
進
み

（
順
峯
）
、
当
山
派
は
吉
野
川
の
渡
し

か
ら
熊
野
へ
と
峯
入
り
（
逆
峯
）
す
る
。

こ
の
た
め
蔵
王
堂
を
挟
ん
で
南
と
北
に

二
つ
の
門
を
必
要
と
し
た
と
い
う
。
 

　
現
在
残
る
北
の
二
王
門
（
国
宝
）
は
、

三
間
一
戸
の
二
重
門
で
入
母
屋
造
り
、

本
瓦
葺
き
、
高
さ
は
二
三
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
元
弘
三
年

に
兵
火
で
焼
失
し
、
五
〜
六
年
後
に
再

建
さ
れ
た
こ
と
が
、
昭
和
の
解
体
修
理

の
際
、
二
王
像
内
部
の
墨
書
な
ど
で
判

明
し
た
。
現
在
の
建
物
は
、
康
正
二
年

（
一
四
五
六
）
に
建
て
直
し
た
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
野
村
の
一
行
も
、

門
前
町
の
中
に
威
容
を
誇
る
こ
の
二
王

門
を
眺
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

　
さ
て
、
吉
野
山
に
別
れ
を
告
げ
た
一

行
は
、
吉
野
川
を
渡
り
（
柳
の
渡
し
）
、

上
市
（
現
吉
野
郡
吉
野
町
）
か
ら
滝
ヶ

原
を
経
て
多
武
峰
に
出
た
。
桜
井
に
続

く
、
こ
の
多
武
峰
街
道
は
、
京
や
奈
良
、

あ
る
い
は
東
国
か
ら
吉
野
に
至
る
名
所

巡
覧
ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。
 

　
「
道
中
記
」
に
み
え
る
多
武
峰
に
は
、

藤
原
鎌
足
を
祀
る
多
武
峰
寺
（
談
山
神

社
）
が
あ
る
。
現
在
、
室
町
時
代
に
再

建
さ
れ
た
木
造
十
三
重
塔
（
重
文
）
を

中
心
に
本
殿
や
拝
殿
、
権
殿
（
重
文
）

な
ど
の
大
小
の
社
殿
が
山
中
に
巧
み
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
多
く
が
檜

皮
葺
き
の
屋
根
で
、
柱
は
朱
に
彩
ら
れ
、

山
中
の
木
々
に
映
え
て
華
麗
で
あ
る
。

春
は
桜
、
秋
は
三
千
本
も
の
紅
葉
に
包

ま
れ
「
関
西
の
日
光
」
と
も
称
さ
れ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
野
村
の
一
行
も
壮
麗

な
社
殿
な
ど
を
拝
観
し
、
し
ば
し
旅
の

疲
れ
を
癒
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

　
さ
ら
に
、
「
道
中
記
」
は
続
け
て
次

の
よ
う
に
帰
路
の
道
程
を
記
し
て
い
る
。
 
 

　
多
武
峰
を
下
り
、
鳥
居
・
桜
井
を
経

て
三
輪
明
神
ま
で
約
二
里
、
三
輪
か
ら

丹
波
市
（
現
奈
良
県
天
理
市
）
、
帯
解

（
現
奈
良
市
）
を
経
て
奈
良
の
猿
沢
の

池
ま
で
が
五
里
一
四
丁
、
奈
良
か
ら
淀

ま
で
は
八
里
と
記
さ
れ
て
い
る
。
 

　
復
路
の
愛
染
堂
か
ら
の
距
離
は
、
約

二
○
里
半
（
約
八
二
キ
ロ
）
で
あ
る
か

ら
、
往
路
と
変
わ
ら
な
い
里
程
で
あ
る
。

往
復
の
四
一
里
と
行
場
の
一
七
五
丁
（
約

一
九
キ
ロ
）
で
大
峯
山
行
者
ま
い
り
の

旅
は
約
四
六
里
（
約
一
八
四
キ
ロ
）
と

な
る
。
一
日
一
○
里
の
道
を
歩
く
と
し

て
四
、
五
日
の
行
程
と
思
わ
れ
る
が
、

名
所
旧
跡
の
参
拝
や
観
光
、
さ
ら
に
先

達
な
ど
の
修
験
者
は
、
幾
日
も
行
場
に

こ
も
っ
て
修
行
す
る
か
ら
、
大
峯
山
行

者
ま
い
り
の
旅
は
、
日
数
で
決
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
 

　
今
号
を
も
っ
て
、
「
大
峯
山
行
者
ま

い
り
の
旅
」
を
終
わ
り
、
次
号
か
ら
は

「
高
野
山
道
中
記
」
を
連
載
し
ま
す
。
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